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聾
黒占
「
ム
」

の
機
能

1
1
3

『
弊
正
論
』
保
安
四
年
黙
に
つ
い
て
|
|

佐

々

木

勇

一
、
本
稿
の
目
的

(
1
u
 

濁
貼
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
訓
賠
資
料
を
用
い
た
詳
細
な
研
究
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
渇
貼
の
嬰

(
2〉

還
に
つ
い
て
も
、
解
明
さ
れ
て
き
た
。

( 1 ) 

ま
た
、

日
本
語
一
音
韻
史
の
中
の
い
わ
ゆ
る
清
一
音
・
渇
一
音
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
も
、
渇
黙
は
主
賓
料
と
な
り
、
従
来
の
研
究
が
有
数

で
あ
る
。
と
く
に
、
卒
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
清
渇
を
示
す
中
心
資
料
と
な
る
の
は
渇
黙
で
あ
り
、
一
そ
の
使
用
の
貫
態
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
渇
貼
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
の
主
目
的
が
、
渇
一
耳
目
符
の
歴
史
を
え
が
く
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
に
、
濁
一
音
を
示
す
符
践
の
一
一

の
貫
態
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
鏑
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
卒
安
後
期
に
生
ま
れ
た
複
敷
の
形
式
の
い
わ
ゆ
る
「
渇
聾
賠
」
の
う
ち
、
ム
の
聾
黙
(
以
下
、

ム
聾
貼
と
す

る
〉
を
と
勺
あ
げ
、
そ
の
使
用
の
質
態
と
機
能
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。



二
、
ム
聾
貼
の
機
能
に
関
す
る
従
来
の
把
握

ム
聾
賠
は
、
渇
聾
黙
で
あ
る
と
一
般
に
と
ら
え
ら
れ
て
ハ
お
。
し
か
し
、
こ
れ
は
嘗
一
該
賓
料
の
ム
聾
貼
の
全
例
の
検
討
を
経
て
い
わ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ム
聾
貼
に
特
に
注
目
し
て
説
い
た
も
の
も
少
な
い
。
さ
ら
に
、
ム
聾
貼
の
用
い
ら
れ
方
は
賓
料
に
よ
っ

て
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
ム
聾
貼
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賓
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
ニ
、
『
排
正
論
』
保
安
四
年
貼
の
ム
聾
貼

右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
原
本
を
調
査
で
き
た
資
料
の
中
で
、
ム
聾
賭
の
加
鈷
例
が
も
っ
と
も
多
い
『
排
正
論
』
保

安
四
年
貼
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
使
用
の
貫
態
を
み
て
み
た
い
。

1 

『
排
正
論
』
保
安
四
年
貼
に
つ
い
て

( 2 ) 

『
排
正
論
』
全
八
巻
は
、
唐
の
法
琳
(
五
七
二

i
六
四

O
)
の
撰
で
あ
る
。
わ
が
園
に
現
存
す
る
『
排
正
論
』
の
古
寓
本
は
、
全
巻
完

備
し
た
も
の
と
し
て
は
、
石
山
寺
一
切
経
臓
に
嘉
底
二
年
(
一
一
七

O
)
の
寓
本
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
た
び
取
り
あ
げ
る
『
排
正
論
』
保
安
四
年
結
は
、
保
安
四
年
(
一
一
二
三
)
に
法
隆
寺
一
切
経
の
内
の
一
巻
と
し
て
書
寓
・
加
貼

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
保
安
寓
本
は
、
現
在
、
法
隆
寺
に
巷
第
一
・
第
四
が
存
し
、
巻
第
二
は
大
東
急
記
念
文
庫
誠
、
巷
第
三
は
築

島
裕
識
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
寓
本
の
第
五
・
六
・
七
・
八
巻
は
、
所
在
不
明
で
あ
列
。

次
に
現
存
す
る
巷
第
一
か
ら
第
四
の
奥
書
を
札
口
。

〈
巻
第
一
〉

以
同
四
月
十
六
日
移
貼
比
校
己
了
震
自
他
聞
恵
眼
也
(
朱
)



保
安
四
年
笑
卯
四
月
七
日
法
隆
寺
一
切
経
内
五
師
静
図
書
寓
畢
(
墨
)

〈
巷
第
二
〉

同
月
借
静
因
移
貼
比
校
了
(
朱
)

保
安
四
年
笑
卯
四
月
中
法
隆
寺
一
切
経
内
遅
隼
大
法
師
筆
作
也
(
墨
)

〈
巷
第
三
〉

同
年
六
月
四
日
嘗
寺
信
一
校
移
貼
己
了
西
門
南
遅
住
法
師
畳
印
/
興
一
帽
寺
善
法
房
之
本
以
三
本
校
正
高
名
本
也
(
朱
)

保
安
四
年
四
月
六
日
奉
書
寓
了
依
法
隆
寺
往
信
法
静
房
勧
進
/
一
切
経
之
内
静
正
論
三
五
雨
巻
書
之
以
此
功
徳
力
潟
奉
令
/
過
去
二

親
弁
三
人
等
霊
往
生
極
柴
致
誠
借
魔
巌
敬
白
(
墨
)

〈
巷
第
四
〉

保
安
四
年
笑
卯
六
月
十
六
日
書
潟
了
/
勤
進
沙
門
法
隆
寺
五
師
琳
幸
結
縁
書
寓
寺
僧
静
尋
/
廻
向
宏
上
大
菩
提
(
墨
)

( 3 ) 

巷
第
一
・
第
二
・
第
三
に
は
喜
多
院
黙
の
訓
貼
が
加
貼
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
四
に
は
訓
黙
が
な
い
ら
し
い
。
訓
貼
は
、
移
貼
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
租
貼
に
つ
い
て
は
未
詳
で
か
日
。

巻
第
一
の
法
隆
寺
競
本
は
、
筆
者
未
見
で
あ
る
た
め
、
本
稿
の
封
象
は
、
巷
第
二
・
第
三
の
訓
鈷
と
す
る
(
以
下
、
こ
れ
を
本
資
料
と

も
い
う
〉
。

巷
第
一
の
本
文
を
書
寓
し
、
巻
第
二
に
加
貼
し
て
い
る
静
因
は
、
法
隆
寺
の
五
師
の
一
人
で
あ
り
、
天
治
元
年
(
一
一
二
四
)
に
は

『
新
撰
字
鏡
』
巷
第
一

-V-
書
寓
し
、
大
治
元
年
(
一
一
二
六
)
に
は
『
大
唐
西
域
記
』
(
法
隆
寺
・
神
田
本
)
を
書
寓
加
貼
し
て
い
る
。
ヲ

コ
ト
貼
は
、
喜
多
院
貼
(
法
相
宗
所
用
)
で
あ
る
。
本
資
料
書
寓
加
貼
の
保
安
四
年
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
巷
第
一
書
寓
の
前
年
に
あ
た
る
。

巷
第
三
の
加
貼
者
自
覚
印
も
、
法
隆
寺
の
五
師
の
一
人
で
あ
り
、
法
隆
寺
一
切
経
の
勘
進
に
大
き
く
寄
興
し
た
借
で
払
列
。



巻
第
二
・
三
の
ヲ
コ
ト
黙
は
、
左
の
よ
う
な
加
賠
で
、
全
巻
t

(

巻
第
二
全
四
一
一
行
・
巷
第
三
全
六
二
六
行
)
に
亙
っ
て
い
る
(
巻

第
二
に
よ
っ
て
示
す
。
た
だ
し
、
巷
第
三
の
方
が
全
腫
的
に
加
貼
が
詳
し
い
。
)

-
行
目

『
公
子
問
て
日
(
ク
)
・
縞
に
道
門
の
宵
法
を
(
反
)
覧
め
(
ル
)
に
、
略
し
て
二
等
〈
反
〉
有
り
。

制
行
自

〔
於
〕
自
然
高
(
卒
軽
〉
!
名
(
卒
)
は
〔
於
〕
『
上
〈
去
)
京
(
卒
)
に
(
反
〉
設
(
入
軽
)
し
、

雅
(
上
ム
)
|
調
(
卒
)
は
〔
於
〕

下
(
去
)
|
園
(
入
軽
)
に
流
る
。

2

7
本
資
料
の
字
一
音
の
系
統

ま
ず
、
本
資
料
の
漢
字
一
音
は
、
保
名
書
き
一
音
形
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
漠
墨
田
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

巷
第
二
〈
(

)
内
は
、
所
在
行
数
。
以
下
、
同
じ
。
v

同
免
ヘ
ン
(
印
)

維
ヰ
・
(
出
)

鈎
コ
ウ
(
却
)

理
レ
イ
(
却
)

今
ケ
イ
(
加
)

な
ど
。

( 4 ) 

巻
第
三

納
タ
フ
(
問
)

欣
キ
(
加
)

卿
ケ
イ
(
加
・
姉
)

響
ケ
イ
(
附
)

夏
カ
(
悶
)

な
ど
。

保
名
書
き
正
一
日
形
か
ら
あ
き
ら
か
に
呉
一
音
と
判
断
さ
れ
る
例
は
、
無
い
。

3 

本
資
料
の
聾
貼
の
形
式
・
形
態

聾
貼
の
形
式
・
形
態
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。



巻
第

巻
第
三

A F 

。
l
九
人
四
例

ム
ー
入
O
例

A F 

ll 

( 5 ) 

ol二
四
人

O
例

ム
i
二
四
例

∞
ー
一
一
一
例
ハ
荷
担
・
偉
9
・
回
)

例
し
か
な
い
。

ム
聾
黙
に
は
、

O
聾
貼
の

B
・
E
に
あ
た
る
位
置
へ
の
加
貼
例
が
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、

∞
貼
は
、
巻
三
に
の
み
見
ら
れ
、
し
か
も
三

な
お
、
右
の
よ
う
に
、
巻
第
二
と
巻
第
三
と
で
は
、

O
聾
貼
・
ム
聾
貼
の
割
合
も
異
な
る
。
よ
っ
て
、
以
下
の
考
察
で
は
、
巻
第
二
と

巻
第
三
と
を
分
け
て
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
巻
三
は
、
聾
貼
加
鈷
例
は
多
い
が
、
ム
聾
黙
は
巻
二
の
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
し



た
が
っ
て
、
巻
二
を
主
と
し
、
巷
三
を
従
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

4 

本
資
料
の
聾
調
盟
系

ム
聾
黙
が
、
ど
の
よ
う
な
聾
調
盟
系
の
中
で
加
貼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
以
下
の
検
討
を
お
こ
な
う
。

a 

『
康
韻
』
聾
調
・
聾
母
の
清
濁
と
の
封
陸
関
係

右
の
、

A
か
ら
F
の
聾
貼
を
、
聾
調
盟
系
を
整
理
す
る
常
套
手
段
と
し
て
、
虞
韻
の
瞳
系
と
封
比
す
る
と
、
表
1
(
巻
第
一
一
)
・
表
2

(
巻
第
一
一
一
)
の
よ
う
に
な
る
。

A
貼
は
、

表
1

(
巻
第
二
)
か
ら
以
下
の
貼
が
知
ら
れ
る
。

『
康
韻
』
の
卒
聾
濁
・
次
濁
字
に
多
く
加
貼
さ
れ
、
卒
聾
清
一
音
字
に
も
比
較
的
多
く
の
加
貼
例
が
見
ら
れ
る
。

B
賠
は
、

C
貼
は
、

れ
る
。D

貼
は
、

E
賠
は
、

F
黙
は
、

『
康
韻
』
の
卒
聾
清
・
次
清
字
に
多
く
加
黙
さ
れ
て
い
る
。

( 6 ) 

『
康
韻
』
の
上
聾
清
・
次
渇
字
に
多
く
加
賭
さ
れ
、
上
聾
次
清
字
に
も
所
属
字
数
か
ら
見
て
比
較
的
多
く
の
加
鈷
例
が
見
ら

『
買
韻
』
の
上
聾
渇
字
と
去
聾
字
に
多
く
加
賭
さ
れ
て
い
る
。

『
贋
韻
』
の
入
聾
字
に
多
く
加
賭
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
清
・
次
渇
一
音
字
に
比
較
的
加
措
例
が
多
い
。

『
康
韻
』
の
入
聾
宇
に
多
く
加
賭
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
渇
一
音
字
に
比
較
的
加
貼
例
が
多
い
。

表
2
(巻
第
三
〉
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

E
鈷
・

F
貼
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

b 

調
類

本
資
料
の
聾
鈷
A
J
F
は
、
巷
第
二
・
第
三
と
も
、
『
康
韻
』
の
聾
調
・
聾
母
と
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
に
封
臨
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

A
J

F
貼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
調
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
聾
盟
系
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
漢
音
の
中
心
的
な
聾
詞
盟
系



で
あ
る
卒
聾
ハ
A
勃
)
・
卒
聾
軽

(
B
黙
〉
・
上
聾

(
C
黙
)
・
去
聾

(
D
貼
〉
・
入
聾
軽

(
E
貼
)
・
入
聾

(
F
貼
)
の
六
聾
盟
系
と
一
致

す
る
も
の
で
あ
る
。

c 

ム
聾
貼
の
聾
詞
盟
系

本
資
料
の
ム
聾
貼
だ
け
を
取
り
出
し
、
右
と
同
様
な
整
理
を
す
る
と
、
表
Y
(巻
第
一
一
)
・
表

g
(巻
第
三
)
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の

二
表
と
全
盟
の
表
(
表
1
・
表
2
)
と
の
相
違
貼
と
し
て
、
衣
の
貼
を
指
摘
で
き
る
。

①
軽
聾
が
見
ら
れ
な
い
。

②
次
濁
丑
日
字
に
集
中
し
て
い
る
。

ム
聾
黙
は
、
卒
聾
・
上
聾
・
去
聾
・
入
聾
の
四
聾
盟
系
で
私
見
0

・
次
渇
音
字
に
集
中
し
て
い
る
貼
は
、
次
節
で
検
討
す
る
。

右
の
相
違
貼
を
除
け
ば
、
『
買
韻
』
の
聾
調
・
聾
母
の
清
渇
と
の
封
躍
関
係
は

O
聾
黙
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
。

5 

本
賓
料
の
ふ
聾
黙
の
機
能

( 7 ) 

a 

ム
聾
貼
の
加
貼
例

は
じ
め
に
、
ム
聾
貼
が
加
賭
さ
れ
た
漢
字
の
す
べ
て
を
聾
母
別
に
掲
げ
る
。

巻
第
二
(
五
四
字
八

O
例〉

次
渇
聾
母
字
(
三
六
字
五
九
例
)
(
各
聾
母
の
下
の
(

)
内
の
↓
の
上
は
中
古
音
の
推
定
昔
、
下
は
漢
一
音
の
母
胎
一
音
の
推
定
一
音
。

切っ

だ
け
記
入
し
て
い
る
の
は
昔
の
襲
化
が
無
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
)

疑
母
(
功
↓
昭
)
(
漢
字
の
下
の
(

)
内
は
、
所
在
行
敷
・
俣
名
品
目
注
〈
存
ず
る
場
合
〉
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。
)

雅
(
訓
〉

外
(
加
)

顔
(
矧

-m)
一
億
(
却
〉
儀

(m-m)
義
(
制
)

仰
(
叩
)

元

(
m
A
-
m
)

一
言
(
加
・
抑
・
部
・
羽
・
叩
・

五
ハ
制
〉

謹
〈
仰
)

説

(m)
説

(m)



日
母

(
P↓
向
〉

弱
(
制
)

援
ハ
制
・
セ
ウ
)

泥
母

(
n
↓
匂
)

内
(
加
)

猿
(
制
・
タ
ウ
)

娘
母
(
勾
↓
泊
)

濃
(
制
・
チ
ョ
ウ
〉

明
母

(
m
↓
品
)

墓

(m)
母
(
抑
〉

民

(

叩

叫

)

徴
母
(
町
↓
，

m〉

京
ハ
目
・
ホ
)

人
(
却
〉

名
(
抑
)

元

(m-m・
制
〉

高
(
釦

-m〉

徴

(m-m-m-m・
制
)

次
清
聾
母
字
(
一
字
二
例
〉

務
母
(
M
V
)

朴
(
制
・
叫
・
ホ
ク
)

全
渇
聾
母
宇
(
八
宇
九
例
)

奉
母

(

V
↓
f
〉

父
(
制
)

群
母

(
g↓
K
〉

然
(
加
・
制
)

綿
(
加
)

武
(
担

-m)
二
(
制
)

文
〈
叩
・
仰
) 稔

(
加
・
シ
ム
)

亡

(

同

日

〉

無
(
幻

-m-m・
却
・
制
〉

完
(
印
・
ヘ
シ
〉

( 8 ) 



群
(
抑
〉

架
(
別
・
ケ
ツ
)

神
母
(
む
↓
M
り
)

神
(
邸
・
抑
)

調
母
ハ

3
L
f〉

扇

〈

同

日

〉

辞
(
抑
)

匝
母

(
v
l
z
)

骸
(
姉
〉

玄
(
問
〉

全
清
聾
母
字
(
九
字
一

O
例〉

端
母

(
t〉

塾
ハ
釦
・
テ
ム
〉

典
ハ
加
)

( 9 ) 

見
母

(
k
)

嘉
ハ
叩
)

監

(

同

日

〉

詑

(m-m
・
ク
ヰ
)

精
母
〈
h

u

)

潰

(

刊

日

)

山
母

(
F〉

朔
(
別
)

心
母
(

S

)

索
〈
却
)



有
母
(

P

)

狽
(
担
・
ハ
イ
)

右
の
と
お
り
次
濁
聾
母
字
に
加
賭
さ
れ
た
例
が
多
い
(
全
八

O
例
の
う
ち
五
九
例
)
。
巻
第
三
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

巷
第
三
(
一
八
字
二
四
例
)

次
濁
聾
母
字
(
一
二
字
一
八
例
)

疑
母儀

(
制
)

義

(m-m-m-m-m)
元
(
訓
〉

御

(m)
説
(
制
・
制
〉

日
母譲

(
問
)

( 10 ) 

泥
母内

(m-m〉

明
母明

(

M
山

)

美

(

閉

山

)

徴
母高

(
削
)

来
母離

(
叩
〉

連
(
叩
〉

次
清
聾
母
字
(
一
字
一
例
)



透
母梯

(
問
)

全
渇
聾
母
字
(
二
字
二
例
)

匝
母形

(
叩
)

定
母諜

ハ

m
・
テ
フ
)

全
清
聾
母
字
(
三
字
三
例
〉

見
母高

ハ
悶
)

( 11 ) 

境
母赫

(
引
)

照
母酌

(
邸
・
シ
ヤ
ク
)

虞
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
・
次
渇
聾
母
字
に
は
、

日
本
漢
一
音
に
お
い
て
頭
昔
が
い
わ
ゆ
る
濁
音
(
ガ
・
ザ
・
ダ
・
パ
行
昔
)
と
な
る

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
疑
母
・
日
母
・
泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
漢
字
で
あ
る
(
た
だ
し
、
泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
援
一
音

尾
字
は
ナ
・
マ
行
一
耳
目
と
な
る
も
の
が
あ
る
)
。

こ
の
疑
母
・
日
母
・
泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
漢
字
は
、

O
も
含
め
た
聾
賠
加
黙
例
全
盟
の
中
で
は
約
一

ovmに
す
ぎ
な
い
。
と



こ
ろ
が
、
ム
聾
貼
に
限
る
と
、
右
の
よ
う
に
七

O
%を
越
え
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
資
料
の
ム
聾
貼
の
う
ち
次
渇
字
に
加
賭
さ
れ
た
も
の
は
、
従
来
の
認
識
の
と
お
り
い
わ
ゆ
る
渇
音
を
示
す
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
、
少
数
な
が
ら
次
清
・
全
渇
・
全
清
音
聾
母
字
に
加
黙
さ
れ
た
企
聾
貼
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

巷
第
こ
か
ら
検
討
す
る
。

次
清
聾
母
字
の
「
朴
」
は
、
「
ボ
ク
」
の
一
音
が
他
の
漢
一
音
賓
料
に
も
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
慣
用
音
で
あ
る
。

濁
聾
母
字
は
す
べ
て
、
呉
音
形
と
の
相
違
が
頭
一
音
の
清
渇
の
み
の
漢
字
で
あ
り
、
呉
一
音
の
渇
昔
形
の
混
入
の
可
能
性
が
あ
る
。

清
聾
母
字
の
う
ち
狽
は
、
「
バ
イ
」
の
昔
が
他
の
漢
音
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
残
り
の
例
の
う
ち
「
塾
・
央
・
嘉
・
監
・
朔
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
昏
塾
」
「
王
弄
典
柴
」
「
退
播
嘉
聾
」
「
天
監
」
「
東
方
朔
」
と
援
一
音
尾
字
の
次
に
位
置
し
て
お
り
、
連
渇
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

索
・
詑
・
済
は
、
漢
一
音
資
料
に
濁
聾
貼
加
貼
例
を
未
だ
見
い
だ
せ
な
い
が
、
索
は
呉
一
音
ジ
ヤ
ク
の
混
入
か
。
詑
・
済
は
、
あ
る
い
は
連

( 12 ) 

濁
例
の
音
が
固
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

巻
第
三
の
定
母
の
「
諜
」
は
、
呉
一
音
形
「
デ
フ
」
の
混
入
の
可
能
性
が
あ
る
。
照
母
の
「
酌
」
は
、
「
劃
酎
」
の
用
例
で
あ
り
、
連
渇

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
例
(
四
字
四
例
)
に
つ
い
て
は
、
呉
一
音
形
の
混
入
・
連
渇
と
い
う
理
由
で
は
説
明
で
き

な
い
。
ま
た
、
次
濁
字
の
来
母
の
字
に
加
貼
例
が
み
ら
れ
る
(
離
・
連
〉
の
も
、
現
在
の
「
渇
王
国
」
と
は
異
な
る
。

右
の
よ
う
に
、
巻
三
に
疑
問
例
が
比
較
的
多
川
内
、
本
資
料
の
ム
聾
鮎
は
、
い
わ
ゆ
る
渇
一
音
を
示
す
渇
聾
却
で
あ
る
と
い
え
る
。

b 

ム
聾
貼
が
加
貼
さ
れ
た
漢
字
へ
の
聾
貼
加
貼

ム
聾
貼
が
加
賭
さ
れ
た
漢
字
は
、
常
に
ム
聾
貼
ば
か
り
が
加
貼
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
節
に
お
い
て
そ
の
貫
態
を
見
る
が
、

こ
こ
で
は
、
同
一
の
語
で
あ
っ
て
も
異
な
る
聾
黙
が
加
賭
さ
れ
た
例
を
掲
げ
て
お
く
。
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さ
れ
Tこ
聾
鈷

c 

ム
聾
貼
は
、
そ
の
大
部
分
が
次
渇
字
に
加
黙
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
衣
濁
字
に
劃
す
る
聾
鈷
加
黙
例
の
全
例
を
見
て
み
る
。

弐
渇
聾
母
字
の
う
ち
、
来

(
l
)
・
子
(
，
o
a
)

・
鴨

(
j
)
母
の
聾
勤
加
黙
例
に
は
ム
聾
黙
は
加
黙
さ
れ
ず
、
す
べ
て

O
聾
鮎
で
あ
る

(
た
だ
し
、
巻
第
三
に
二
例
で
は
あ
る
が
来
母
の
字
に
加
貼
さ
れ
た
例
が
あ
る
)
。

ま
た
、

日
本
漢
音
の
頭
一
音
が
い
わ
ゆ
る
渇
一
音
と
な
る
こ
と
が
原
則
の
疑
母
・
日
母
・
泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
漢
字
(
た
だ
し
、

泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
援
一
音
尾
字
を
除
く
)
へ
の
聾
貼
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
(
巻
第
二
の
例
〈
一
五
六
例
〉
を
示
す
)
。

疑
母

(
Oム
の
下
の
数
字
は
複
数
の
場
合
の
例
散
で
あ
る
。
以
下
、
同
様
。
)

雅
ム

外
ム

顔
ム
2

偽
ム

0
2
儀
ム
2

義
ム

魚
O 

仰
ム

玉
0
3
偶
O 

験
O 

元
ム

源
O 

言
ム

7
0
五
ム

( 13 ) 

O 
2 

彦

O

言b
ム

説
ム

0
2
基
ム

O

日
母弱

ム

柔
O 

擾
ム

人
ム

0
3
然
ム
2
0
2

溺
O 

二
ム

O

乳
O 

入
O 

稔
ム

泥
母猿

ム

内
ム

明
母基

ム
-
母
ム
，
牡

O

茅

O

謬
O 

貌

0
2
蜜
O 

妙

O
2
目
O 

残
O 

詮
O 

徴
母



京
ム

尾
O 

徴
ム

5
0
武
ム
2

無
ム

5
0
亙
O

走
ム
4

疑
母
・
日
母
・
泥
母
・
娘
母
・
明
母
・
徴
母
の
漢
字
(
泥
・
娘
・
明
・
徴
母
は
援
音
尾
字
を
除
く
〉
九

O
の
聾
貼
加
貼
例
の
う
ち
、
ム

聾
貼
が
四
九
例
・

O
聾
貼
が
四
一
例
で
あ
り
、

ほ
ぼ
閑
散
で
あ
る
。
日
本
漢
一
音
に
お
い
て
濁
一
音
と
な
る
の
が
原
則
の
漢
字
に
封
し
て
加
貼

さ
れ
て
い
る
聾
貼
の
ほ
ぼ
半
数
は
、
渇
丑
日
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
(
巻
第
三
で
は
渇
音
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
い
比
率

が
大
幅
に
増
え
る
)
ι

い
ま
、
比
較
の
た
め
に
『
蒙
求
』
長
承
三
年
(
一
二
二
四
)
貼
の
同
じ
聾
母
の
漢
字
に
劃
す
る
聾
貼
加
貼
例
を
見
る
と
、
渇
音
を
示
す

符
競
(
双
貼
)
が
加
貼
さ
れ
た
例
五
五
例
に
劃
し
て
、
皐
貼
の
み
の
例
が
一
一
一
一
一
例
で
あ
る
。
同
一
字
に
劃
し
て
双
貼
加
賠
例
と
皐
黙
加

貼
例
の
雨
例
あ
る
扶
態
は
本
資
料
と
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
五
」
は
双
貼
二
例
・
皐
鈷
四
例
、
「
馬
」
は
双
貼
四
例
・
皐
貼
六
例
、

と
い
っ
た
よ
う
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
全
文
の
音
請
を
前
提
と
し
、
そ
の
一
音
を
丹
念
に
加
貼
し
た
『
曲
家
求
』
で
は
あ
る
が
、
本
賓
料
よ
り

〈

臼

〉

も
は
る
か
に
濁
一
音
表
示
の
割
合
は
低
い
。

( 14) 

さ
ら
に
、
本
賓
料
の
ム
聾
賠
は
、
全
巻
を
通
じ
て
偏
り
な
く
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
巻
第
二
の
初
出
例
は
、

一
八
行
目
で
あ
る
が
、

前
半
部
分
に
は
加
貼
例
が
少
な
く
、
前
半
日
一
七
例
、
後
半
ニ
ハ
三
例
と
い
う
偏
り
を
見
せ
る
。

O
聾
鈷
も
後
半
部
分
に
約
二
倍
の
加
貼

例
が
み
ら
れ
る
が
、
ム
聾
黙
の
場
合
ほ
ど
の
偏
り
で
は
な
い
。
巻
第
三
に
お
い
て
は
、
前
後
半
の
偏
り
は
特
に
な
い
が
、
初
出
が
九
一
行

目
で
あ
り
、

一
七
九
行
自
か
ら
三
四
七
行
目
ま
で
と
、
四
二
四
行
目
か
ら
五
三
五
行
目
ま
で
に
は
全
く
例
が
な
い
と
い
っ
た
出
現
肢
況
で

あ
る
。

O
聾
貼
に
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
り
は
、

一
切
み
ら
れ
な
い
。
ム
聾
貼
は
い
わ
ゆ
る
渇
一
音
を
示
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

表
示
の
仕
方
は
、
恋
意
向
と
さ
え
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

d 

ム
聾
黙
が
示
す
一
音
聾

以
上
の
検
討
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
ム
聾
貼
は
本
資
料
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
濁
一
音
を
示
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か



し
、
そ
れ
に
は
ず
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
加
貼
が
恐
意
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘗
時
の
日
本
語
で
は
清
濁
が
一
音
韻
の
匝
別
に

役
だ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
す
る
設
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
清
渇
は
、
「
無
聾
」
「
有
聾
」
の
封
立
で
は
な
く
、
「
非
鼻
音
」
「
鼻
音
」
の
封
立
で
あ
っ
た
と
み
る
読
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
読
に

よ
れ
ば
、
ム
聾
貼
は
、
有
聾
子
一
音
の
直
前
の
鼻
音
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ム
聾
貼
の
ム
は
、
偲
名
「
ム
」
に
近
く
書
か
れ
る
。
ム

は
、
屑
内
援
一
旦
日
(
鼻
一
Z

与
を
表
す
俵
名
と
し
て
卒
安
後
期
に
定
着
し
た
。
そ
の
ム
(
ム
)
に
よ
っ
て
鼻
音
を
表
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。回

、
ム
聾
黙
の
起
源
と
沿
草

本
資
料
の
ム
聾
黙
を
、
濁
聾
黙
と
し
て
ム
聾
黙
が
加
貼
さ
れ
た
資
料
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
み
る
。

ム
聾
貼
が
加
貼
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
燭
れ
た
も
の
に
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

( 15 ) 

A
築
島
裕
「
濁
黙
の
起
源
」
(
東
京
大
事
教
養
亭
部
「
人
文
科
亭
紀
要
」
第
三
二
輯
。

一
九
六
四
年
四
月
。
)

B
築
島
裕
「
ム
形
の
聾
貼
に
つ
い
て
」
(
『
興
一
帽
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
惇
古
黙
の
園
語
率
的
研
究

研
究
篇
』
。

一
九
六
七
三
月
。

六
O
i二
六
二
頁
。
)

C
井
上
親
雄
「
鹿
島
大
事
競
八
字
文
殊
儀
軌
古
黙
」
(
「
訓
鮎
語
と
訓
賠
資
料
」
第
三
十
九
輯
。

一
九
六
八
年
十
月
。
)

D
崎
村
弘
文
「
九
州
大
事
所
蔵
儀
軌
類
に
つ
い
て
」
(
「
訓
結
語
と
訓
賠
資
料
」
第
六
十
二
輯
。

一
九
七
九
年
三
月
。
)

E
沼
本
克
明
「
渇
貼
形
式
の
統
合
史
素
描
へ

l
高
山
寺
所
蔵
資
料
に
よ
る
|
」
(
「
卒
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
国
研
究
報
告

論
集
」
。

一
九
九
二
年
三
月
。
〉

F
花
野
憲
道
「
随
心
院
蔵
源
信
撰
述
『
普
賢
講
作
法
』
の
訓
賠
」
(
「
訓
結
語
と
訓
貼
資
料
」
第
八
十
七
輯
。

一
九
九
一
年
九
月
。
〉



G
沼
本
克
明
「
渇
一
音
字
母
か
ら
渇
聾
貼
へ
!
渇
貼
の
起
源
論
績
紹
|
」
(
「
園
語
皐
」

一
九
九
三
年
三
月
。
)

こ
れ
ら
の
論
考
で
踊
れ
ら
れ
た
資
料
に
若
干
の
資
料
を
加
え
、
加
賭
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

ー
高
野
山
持
明
院
議

『
建
立
護
摩
儀
軌
』

2
九
州
大
事
務

『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
聡
伽
叡
智
儀
軌
』

3
石
山
寺
蔵

『
金
問
界
儀
軌
』

一O
六
O

一4
東
寺
務

一
『
大
日
経
庚
大
成
就
儀
軌
』

一
O
八
0
・一

5
東
寺
磁

-
一
四
七
一
『
併
設
毘
沙
門
天
経
』

一
O
八
八
・
一

6
龍
門
文
庫
蔵

一
一
五
七
一
『
併
設
六
字
紳
呪
王
経
』

一
O
九
O
一
7
東
寺
裁

『
降
三
世
儀
軌
』

8
康
島
大
皐
磁

『
品
開
設
六
字
紳
呪
王
経
』

9
興
一
一
踊
寺
本

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
停
』

m興
一
瞬
寺
磁

『
高
借
停
巻
第
十
コ
一
』

日
高
山
寺
寂

『
不
動
儀
軌
』

ロ
東
寺
裁

『
甘
露
軍
茶
利
儀
軌
』

加
熟
年
代

一O
四
O

一O
四

一O
四
五

一O
九
九

一O
九
九

二
O
O

二
O
O

頃一
一
四

文

続
・
文

献

番

献

名

会西空西 52喜企喜会西会西岳西会西会西空西岳西空西

台墓台墓霜露霜喜鏡台墓主義主義会義主義鐘台墓
憲司奪輔さ貼奪F奪害毒事宇ず
虫夏 寝虫夏型器提思思

?・・・・|無
| 表 発

ワ “一唱~.諮問・・
|奈音陪

olTiI表
表漠伊

一一一一一-一一一-一一一…-一一一-一一-一 o

二|棄音音
| 

ヲ

コ

ト

貼

(
宗
波
〉

一
七
二
輯
。

。。。。。。

備
A
B
G
 

G G A
B
 

一O
入
O
年
は
租
鈷

一O
入
入
年
は
租
貼

潟B A 
B 

E G 

考
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一
一
一
四

一
一
一
六

O
二
二
一
一
一

O
一一一一一一一

一
一
二
六

一
一
一
一
入

院

政

期

院

政

期

院

政

期

一
一一一一一

一
一一一一一一

一
一
一
二
四

一一一一一六

一
一
四
入

一
一
五
三

一
一
五
七

m東
寺
裁

『
焔
長
徳
迦
儀
軌
』

U
九
州
大
皐
裁

『
金
剛
頂
議
伽
千
手
千
限
菩
薩
修
行
儀
軌
経
法
』

路
大
東
急
記
念
文
庫
裁

『
隷
正
論
』
巻
第
二
(
『
三
数
治
遺
篇
』
)

日
築
島
裕
議

『
疑
正
論
』
巻
第
三

げ
法
隆
寺
・
園
舎
図
書
館
務

『
大
慈
思
寺
三
蔵
法
師
停
』

四
大
東
急
記
念
文
庫
磁

『
大
輪
金
剛
修
行
悉
地
成
就
及
供
養
法
』

川
口
園
書
寮
本

『
類
褒
名
義
抄
』
篇
目

却
金
剛
三
味
院
議

『
十
住
心
論
巻
第
四
』

幻
随
心
院
議

『
普
賢
詩
作
法
』

担
大
東
念
記
念
文
庫
該

『
餓
盛
光
傍
頂
儀
軌
』

お
九
州
大
事
裁

『
大
毘
虚
遮
那
成
併
紳
努
経
』

出
九
州
大
事
裁

『
金
剛
頂
珠
伽
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
』

お
高
野
山
持
明
院
議

『
建
立
護
摩
儀
軌
』

お
大
東
急
記
念
文
庫
寂

『
倶
摩
羅
儀
軌
』

釘
西
南
院
議

『
蘇
悉
地
経
』

お
民
福
寺
寂

『
大
日
経
疏
』

西
墓
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
)

西
墓
黙

(
天
台
宗
寺
門
汲
)

喜
多
院
黙

(
法
相
宗
)

喜
多
院
貼

(
法
相
宗
)

喜
多
院
勃

(
法
相
宗
〉

西
墓
貼

ハ
天
台
宗
寺
門
汲
〉

喜
多
院
酔
却

(
法
相
宗
〉

喜
多
院
黙

(
法
相
宗
〉

仁
都
波
迦
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

西
墓
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
)

西
墓
黙

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

西

墓

貼

一

(
天
台
宗
寺
門
波
〉
一

西
墓
貼

ハ
天
台
宗
寺
門
波
〉
一

西
墓
黙

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

西

基

結

一

?

(
天
台
宗
寺
門
汲
)

喜
多
院
貼

(
法
相
宗
)

-
0 

. .ワ?

6 = = 0。
A 6 6 

0 00  A A 0 0 0 0 。
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0 。
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製
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一
一
六

一
一
七
O

一
一
七
五

一
一
八
八

鎌
倉
中
期

南
北
朝
期

泊
康
島
大
皐
磁

『
八
字
文
殊
儀
軌
』

加
園
立
国
語
研
究
所
蔵

『
金
剛
頂
大
教
玉
経
』

お
大
東
急
記
念
文
庫

『
諸
辱
次
第
』

担
高
山
寺
議

『
宿
耀
占
文
抄
』

お
庚
島
大
事
裁

『
大
昆
庭
遮
郡
成
併
柿
援
加
持
経
』

出
庚
島
大
事
務

『
蘇
悉
地
鶏
羅
供
養
法
』

西
墓
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
)

喜
多
院
黙

〈
法
相
宗
)

西
墓
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

〈
俵
名
貼
〉

西
墓
貼

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

西
墓
黙

(
天
台
宗
寺
門
汲
〉

(
備
考
の

A
I
G
は、

木
の
調
査
で
あ
る
。
)

右
の
論
考
に
依
っ
た
こ
と
を
示
す
。
寓
は
、

鹿
島
大
亭
臓
の
寓
員
に
よ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
無
記
入
は
佐
々

-
0 

ム
聾
貼
の
起
源
と
沿
革
に
つ
い
て
、

E
論
文
(
沼
本
)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

-・・・ ・・。。
。

一∞
A

O

A

一
品一o

h
一0
4

• • 
一∞
A

• • • • • 
一
泊

A

・4
• • • 

-n
o
h
 

日

0

4

• • • • 
・

C 

。。。。

潟
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早
い
時
期
の
も
の
は
全
て
西
墓
貼
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
形
式
は
天
台
宗
寺
門
涯
で
の
護
想
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

後
に
山
門
祇
へ
波
及
し
、
更
に
喜
多
院
貼
の
法
相
宗
へ
も
波
及
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
築
島
博
士
も
注
意
さ
れ
て
い
る
よ
う

① 
起

源
に
、
員
言
宗
に
は
、
こ
の
「
ム
」
と
い
う
渇
貼
は
及
ば
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

沼
本
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
早
い
時
期
の
も
の
は
す
べ
て
西
墓
鈷
の
資
料
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

ハロ〉

天
台
宗
寺
門
涯
で
考
案
さ
れ
た
と
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧ 
沿

草

ム
聾
貼
は
、
「
後
に
山
門
涯
へ
波
及
し
」
た
と
さ
れ
る
が
、
天
台
宗
山
門
涯
の
加
貼
資
料
は
仁
都
波
迦
貼
の
一
資
料
ハ
文
献
番
競
幻
)



の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
一
世
紀
初
頭
以
降
延
暦
寺
所
用
と
な
り
一
二
世
紀
以
降
は
延
暦
寺
内
で
最
大
の
勢
力
を
持
っ
た
ヲ
コ
ト
貼
で

あ
る
買
堕
院
鈷
に
、

ム
聾
貼
と
同
形
の
ヲ
コ
ト
鈷
(
ベ
シ
・
マ
ウ
サ
ク
な
ど
〉
が
存
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
従
来
の
指
摘
の
と
お

り
、
民
言
宗
に
は
波
及
し
て
い
な
い
。
民
言
宗
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
も
員
言
宗
で
用
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
黙
の
主
要
な

も
の
の
一
つ
で
あ
る
「
東
大
寺
貼
(
東
南
院
黙
と
に
、

ム
聾
貼
と
同
形
の
ヲ
コ
ト
黙
(
タ
マ
ハ
ム
・
ト
マ
ウ
シ
キ
)
が
存
し
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
台
宗
山
門
波
・
民
言
宗
に
買
ま
ら
な
か
っ
た
貼
、

ム
聾
黙
は
他
の
渇
聾
貼
(
∞
・

υ

・
一
・
↑
・

ω
な
ど
)
と
呉

な
る
。A

聾
黙
は
、
そ
の
後
、
法
相
宗
に
停
わ
っ
た
。
こ
の
事
買
は
、
院
政
期
に
お
け
る
天
台
宗
と
法
相
宗
と
の
交
流
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

賞
時
、
雨
宗
の
撃
を
承
け
た
借
が
い
た
こ
と
、
天
台
・
法
相
・
員
言
の
諸
宗
間
の
亭
問
上
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
、
右
の
表
か
ら
次
の
よ
う
な
事
柄
に
気
づ
か
れ
る
。

( 19 ) 

第
一
に
、
ム
聾
貼
は
、
漢
字
一
音
の
渇
一
音
表
示
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
陀
羅
尼
・
究
語
一
音
の
濁
一
音
表
示
に
用
い
ら

れ
る
場
合
は
、
他
の
符
読
を
補
助
す
る
形
で
使
用
さ
れ
る
。
究
語
一
音
の
清
渇
を

O
と
ム
と
の
み
で
区
別
す
る
資
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
党
語
一
音
の
清
渇
が
「
無
聾
」
「
有
聾
」
の
封
立
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、

日
本
漢
字
音
の
清
濁
が
「
非
鼻
一
音
」
「
鼻
一
一
音
」
の
封
立

で
あ
り
、
ム
聾
貼
は
、
有
聾
子
一
耳
目
の
直
前
の
鼻
音
を
表
示
す
る
た
め
の
聾
黙
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、
漢
字
昆
一
日
の
濁
一
音
表
示
に
ム
聾
貼
を
用
い
て
い
る
資
料
は
、
そ
の
聾
賠
の
用
い
方
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
(
貫
態
が
不
明
の
資
料
は
除
外
)
。

a
渇
一
音
表
示
に
聾
貼
だ
け
を
用
い
る
資
料
。

資
料
番
競
|
|
3
・
5
・

M
-
m
・
2
・

n
・
お
(
以
上
、
西
墓
賠

)-m
・
日
(
以
上
、
喜
多
院
貼
)
・
幻
(
仁
都
波
迦
貼
〉



b
濁
一
音
表
示
巳
ム
聾
黙
が
お
も
に
用
い
ら
れ
、
他
の
符
蹴
が
例
外
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
。

資
料
番
競

|
|
m
-
U
(以
上
、
喜
多
院
貼
)

C

渇
一
音
表
示
に
ム
聾
鈷
の
双
賠
を
用
い
る
資
料
。

資
料
番
暁

l
l
m
-
m
-
m
(以
上
、
喜
多
院
貼
)

d
渇
一
音
表
示
は
他
の
符
競
が
お
も
に
捨
い
、
ム
聾
貼
が
補
助
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
。

資
料
番
競
I
l
l
・
2
・
4
・
6
・
7
・
8
・
日
・
ロ
-
M
A

・

m-
担
・
お

-
M
(以
上
、
西
墓
賠
)
・

9
(
喜
多
院
賠
〉

-m

(
偲
名
貼
)

漢
字
一
音
に
つ
い
て

0
・
ム
だ
け
で
清
渇
を
示
す
方
法
も
天
台
宗
寺
門
涯
で
ま
ず
始
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
西
墓
貼
加
貼
賓
料
で

は
、
党
語
一
一
音
に
は
い
を
主
に
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
ム
聾
賠
を
補
助
的
に
し
か
用
い
な
い
も
の
が
培
え
て
い
る
。

一
方
、
喜
多
院
貼

( 20 ) 

加
貼
資
料
は
、
全
瞳
散
は
少
な
い
が
、
資
料
9
を
除
き
、
ム
聾
貼
を
主
に
用
い
る

a
・
b
お
よ
び

c
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
買
は
、
次
の
よ
う
に
解
調
停
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
宗
で
は
、
党
語
一
音
の
清
渇
表
示
の
た
め
に
・
日
の
聾
鈷
が
使
用
さ
れ
、

後
に
漢
字
一
音
の
鼻
音
表
示
の
た
め
に
ム
聾
貼
も
考
案
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
党
語
一
音
と
漢
字
音
と
が
と
も
に
日
本
語
一
Z

固
化
し
た
段
階
で
、
古

く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
"
が
漢
字
一
音
の
清
渇
表
示
に
も
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
法
相
宗
の
喜
多
院
貼
資
料
で
は
、
党
語
へ
の
加
貼
が

一
般
的
で
な
か
っ
た
た
め
、
ム
聾
貼
を
使
用
し
た
資
料
で
は
、

日
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
ム
聾
黙
が
漢
字
一
音
中
心
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
と
法
相
宗
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
は
、
無
関
係
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

五
、
む
す
び

以
上
、
渇
聾
鈷
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
聾
鈷
「
ム
」
の
機
能
を
、

一
資
料
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
聾
話
「
ム
」
の
歴
史
の
中
に
位
置



づ
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
黙
が
判
明
し
た
。

1 

『
排
正
論
』
保
安
貼
の
聾
貼
「
ム
」
は
、

い
わ
ゆ
る
渇
一
耳
目
を
表
示
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

2 

『
排
正
論
』
保
安
黙
の
聾
鈷
「
ム
」
の
聾
詞
は
、
康
韻
の
聾
調
・
聾
母
と
の
封
膳
関
係
と
い
う
観
貼
か
ら
、
聾
貼
「

O
」
の
聾
調

と
基
本
的
に
は
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
軽
聾
は
見
ら
れ
な
い
。

3 

渇
貼
は
、
党
語
昔
の
濁
一
音
を
示
す
必
要
か
ら
護
生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
聾
貼
「
ム
」
は
、
漢
字
一
一
音
の
鼻
音
表

示
符
競
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

4 

い
わ
ゆ
る
濁
聾
貼
と
し
て
の
聾
貼
「
ム
」
は
、
天
台
宗
寺
門
涯
で
使
わ
れ
出
し
た
が
、
そ
の
後
は
法
相
宗
で
比
較
的
よ
く
用
い
ら

れ
た
。

ま
た
、
最
後
の
表
を
見
る
と
、
濁
聾
黙
を
い
く
つ
か
併
用
し
て
い
る
資
料
で
は
、
そ
れ
ら
の
渇
聾
黙
に
使
い
分
け
の
規
準
が
あ
っ
た
の

( 21 ) 

か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
貼
が
出
て
く
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

卒
安
後
期
に
複
数
の
渇
聾
貼
が
考
え
出
さ
れ
、
や
が
て
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
濁
聾
貼
が
同
時
に
存
在
し
、
同
一

資
料
中
に
使
用
さ
れ
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注(
1
〉
士
口
淳
義
則
「
本
邦
丑
日
符
考
」
(
『
国
語
圏
文
の
研
究
』
所
牧
)
。
同
「
濁
貼
源
流
考
」
(
『
国
語
読
鈴
』
所
牧
〉
。
春
日
政
治
「
高
野
山
に
て
観
た
る
古

貼
本
=
ご
(
『
古
訓
貼
の
研
究
』
所
牧
)
。
同
「
仮
名
の
沿
革
」
(
『
国
語
文
化
講
座
二
』
所
牧
)
。
築
島
裕
「
濁
黙
の
起
源
」
(
「
東
京
大
事
教
養
皐

部
人
文
科
皐
紀
要
」
第
三
二
輯
)
。
同
「
古
貼
本
の
片
仮
名
の
潟
音
表
記
に
つ
い
て
」
(
「
園
語
研
究
」
第
三
一
一
一
一
抗
〉
。
同
「
大
東
急
記
念
文
庫
琉
金
剛

界
儀
軌
の
古
貼
に
つ
い
て
」
(
「
か
が
み
」
第
拾
萱
続
可
沼
本
克
明
「
濁
音
字
母
か
ら
潟
聾
黙
へ

l
潟
黙
の
起
源
論
績
紹
|
」
(
「
国
語
皐
」
第
一
七
三



集
。
一
九
九
三
年
三
月
。
)
な
ど
。

(
2
〉
沼
本
克
明
「
溺
貼
形
式
の
統
合
史
素
描
ム
向
山
寺
所
取
資
料
に
よ
る
l
」
(
「
卒
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
園
研
究
室
口
論
集
」
、
一

九
九
二
年
三
月
)
。
同
「
潟
墜
熱
か
ら
潟
黙
へ
の
一
的
」
(
「
卒
成
五
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
舎
」
口
頭
設
表
。
一
九
九
三
年
八
月
一
一
一
日
〉
。

(

3

)

注

(
1
)
(
2
〉
の
諸
論
考
の
な
か
で
、
濁
聾
貼
の
一
つ
と
し
て
鰯
れ
ら
れ
て
い
る
。

(

4

)

川
瀬
一
馬
『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
量
日
解
題
俳
書
の
部
』
(
一
九
五
六
年
〉
、
築
島
裕
「
大
東
急
記
念
文
庫
磁
三
数
治
道
篇
保
安
黙
」
(
「
か
が

み
」
第
八
時
制
。
一
九
六
三
年
)
、
同
「
法
隆
寺
本
排
正
論
保
安
貼
」
(
『
春
日
和
男
教
授
、
退
官
記
念
語
文
論
議
』
〈
楼
楓
祉
〉
所
枚
。
一
九
七
八
年
)
、
同

「
架
蔵
排
正
論
巻
第
三
保
安
貼
」
(
『
古
典
研
究
品
目
創
立
二
十
五
周
年
記
念
園
書
漢
籍
論
集
』
〈
汲
古
書
院
〉
所
牧
。
一
九
九
一
年
〉
、
参
照
。

(

5

)

単
位
第
一
・
第
四
の
奥
書
は
、
築
島
裕
「
架
綴
排
正
論
巻
第
三
保
安
貼
」
に
依
る
。

(
6
〉
築
島
裕
「
法
隆
寺
本
排
正
論
保
安
貼
」
は
、
本
資
料
の
租
貼
が
、
各
巻
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
租
貼
は
、
院
政
初
頭
を
あ
ま
り
遡
る
こ
と
の

な
い
時
期
の
加
黙
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

(
7
〉
詳
し
く
は
、
築
島
裕
「
白
詮
房
魔
印
の
訓
黙
に
つ
い
て
」
(
和
漢
比
較
文
皐
叢
書
2

『
上
代
文
亭
と
漢
文
皐
』
所
枚
。
一
九
八
六
年
九
月
)
参
照
。

(

8

)

巻
に
よ
る
と
の
相
違
は
、
訓
貼
加
貼
者
(
巻
第
二
は
静
因
、
巻
第
三
は
究
印
〉
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
築
島
裕
は
、
「
法
隆
寺
本

排
正
論
保
安
貼
」
の
中
で
、
巻
二
と
巻
三
の
字
音
を
表
わ
す
「
一
耳
目
」
の
略
字
と
し
て
の
「
六
」
が
、
組
黙
か
ら
引
き
縫
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
六
」
を
記
し
た
例
が
各
三
に
少
な
い
こ
と
を
述
べ
、
仮
名
字
陸
の
事
例
も
併
せ
て
、
各
三
の
加
熱
者
究
印
が
、
巻
二
の
加

熱
者
静
因
に
比
べ
て
、
組
貼
に
忠
買
で
な
か
っ
た
と
推
則
し
て
い
る
。
ま
た
、
襲
鈷
ム
に
つ
い
て
は
、
巻
三
に
は

O
と
も
ム
と
も
区
別
の
つ
か
な
い
股

昧
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
単
位
二
静
因
の
方
が
租
貼
に
忠
貨
で
あ
る
こ
と
を
前
提
候
件
と
す
る
と
、
聾
黙
の
加
黙
吠
況
か

ら
、
各
一
一
一
の
魔
印
は
、
加
黙
の
時
に
自
分
の
判
断
で

O
撃
鈷
を
新
た
に
増
補
し
、
ま
た
、
ム
墜
貼
を

O
撃
貼
に
袋
え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

O
の
双
貼
も
租
貼
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

9

)

軽
撃
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
ム
聾
貼
に
限
ら
ず
渇
聾
貼
の
特
徴
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る
。
他
の
資
料
の

渇
墜
鮎
に
も
軽
墜
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
軽
撃
は
呉
音
に
は
原
則
と
し
て
出
現
せ
ず
、
ま
た
、
渓
丑
日
で
潟

と
な
る
の
は
次
潟
字
で
あ
る
の
で
、
経
墜
と
な
る
の
は
原
則
と
し
て
、
入
聾
軽
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
底
迭
に
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
に
、
潟
一
耳
目
の

よ
う
な
有
盤
子
音
で
始
ま
る
音
節
は
始
ま
り
が
低
く
裂
音
さ
れ
る
と
い
う
音
撃
的
な
理
由
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
(
軽
撃
は
、
高
く
始

ま
る
盤
調
で
あ
る
)
。
ま
た
、
連
渇
し
た
と
き
に
、
も
と
卒
盤
程
・
入
墜
軽
で
あ
っ
た
も
の
が
卒
撃
・
入
聾
に
出
炭
化
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
。

( 22 ) 



ハ
m)
推
定
一
音
は
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
(
東
京
堂
出
版
。
一
九
八
六
年
六
月
)
に
依
る
。

(
日
〉
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
資
料
に
見
ら
れ
る
全
渇
墜
母
字
の
潟
一
音
形
」
(
『
小
林
芳
規
博
士
、
退
官
記
念

所
放
)
参
照
。

(
ロ
〉
注
〈
8
)
参
照
。

(
日
)
ま
た
、
管
見
の
範
園
の
『
蒙
求
』
古
黙
本
の
な
か
で
、
す
べ
て
の
漢
字
に
聾
黙
が
施
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
も
っ
と
も
多
く
の
潟
墜
黙
が
加
黙

さ
れ
て
い
る
天
理
図
書
館
蔵
康
永
田
年
ハ
二
ニ
四
五
)
書
潟
移
貼
本
で
同
様
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
も
、
や
は
り
五
例
(
日
本
漢
一
音
で
清
音
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
こ
例
を
除
く
〉
の
潟
聾
貼
が
加
黙
さ
れ
な
い
例
が
残
る
。
こ
の
資
料
は
、
反
切
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
特
に
-Z

日
に
注
意
を
は
ら
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

(

U

)

演
田
敦
「
援
王
国
と
潟
呈
日
と
の
相
関
性
の
問
題

l
古
代
語
に
お
け
る
潟
子
一
音
の
呈
国
債
|
」
(
「
園
語
圏
文
」
一
九
五
二
年
三
月
)
、
早
田
輝
洋
「
生
成

ア
ク
セ
ン
ト
論
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
語
5

音
韻
』
所
枚
。
一
九
七
七
年
八
月
)
、
な
ど
。

(
開
山
)
東
京
大
事
政
『
胎
議
略
次
第
』
天
永
二
年
(
一
一
一
一
)
黙
・
同
『
胎
磁
略
次
第
』
大
治
四
年
(
一
一
二
九
〉
貼
に
は
、
ム
が
層
内
援
音
韻
尾
を

有
す
る
漢
字
の
聾
貼
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
月
本
雅
幸
『
東
京
大
事
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
官
山
』
解
題
。
と
も
に
ヲ
コ
ト
黙
¥
幻η

L
 

は
、
中
院
信
正
貼
〉
。
鼻
音
を
盤
調
と
と
も
に
聾
黙
で
表
示
し
よ
う
と
し
た
黙
、
同
一
の
愛
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(

(
M
m

〉
表
中
、
「
濁
音
表
示
」
と
し
た
ム
で
あ
る
が
、
巌
密
に
は
本
稿
で
の
検
討
と
同
様
な
作
業
を
す
べ
て
の
資
料
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
ま
は
、
先
行
論
文
に
従
っ
て
表
を
作
製
し
た
。
ま
た
、

A
論
文
に
よ
る
と
、
東
寺
蔵
『
無
量
豊
岡
儀
軌
』
天
治
二
年
(
一
一
一
一
五
)
黙
ハ
賓
憧

院
貼
〈
天
台
宗
山
門
派
〉
)
に
も
ム
聾
黙
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
沼
本
克
明
先
生
か
ら
お
借
り
し
た
潟
県
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た

め
に
、
こ
の
表
か
ら
は
除
外
し
て
い
る
。

(
げ
)
山
口
市
龍
蔵
寺
磁
『
蘇
悉
地
潟
羅
供
養
法
』
九

O
O年
頃
黙
(
乙
冊
開
園
〈
慈
完
大
師
黙
〉
〉
に
ム
の
墜
貼
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
ぃ

わ
ゆ
る
濁
音
を
示
す
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
ム
の
盤
黙
自
箆
は
、
天
台
宗
山
門
派
で
使
わ
れ
だ
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
九

O
O年
か
ら
一

O
四
O

年
ま
で
の
資
料
の
調
査
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
整
黙
の
起
源
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
。

(
日
山
〉
築
島
裕
「
喜
多
院
黙
の
展
開
」
(
『
寓
葉
集
研
究
』
第
十
四
集
所
枚
。
一
九
八
六
年
八
月
〉
、
同
「
古
訓
黙
資
料
に
現
れ
た
十
一
・
十
二
世
紀
の
傍

数
諸
宗
教
事
の
交
流
|
園
城
寺
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
後
期
露
関
時
代
史
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
〉
所
枚
。
一
九
九

O
年
一
一
一
月
)
、
参
照
。
本
資
料
巻

第
三
の
加
貼
者
「
盟
諸
印
」
も
、
法
相
・
天
台
・
員
言
数
皐
を
粂
事
し
て
い
る
。

(
m
u
)

注
ハ
叩
)
文
献
、
一
五
五
頁
参
照
。

間
語
皐
論
集
』
〈
汲
古
書
院
。
一
九
九
二
年
〉



表1 大東急記念文庫蔵『耕正論』巻第二保安点の声点

民 平 戸 よ 戸 去・戸 入戸
韻

¥清 次 濁 次 1方 次 濁 次 i音 次 淘 次 m 次 淘 次 liI" 
点 清 濁 約 t母 Z青 濁 1市 il:l 

A 11 59 16 71 58 T 4 4 3 9 4 4 B 250 
点 (82) (8) (14) (13) (9) (4) (5) (6) (10) (4) (5) (11) (J) (383) 

B 581 13 B 2 2 1 2 1 87 
点(109)(30) (8) (2) (2) (1) (2) (J) (55) 

C U 15 3 4 30 6 4 18 2 1 2 1 87 
点(15) (J) (3) (4) (52) (9) (5) (3D (2) (J) (2) (1) (26) 

D 8 1 9 6 15 24 3 42 6 17 24 155 
点 (9) (J) (9) (6】 (16) (57) (3) (74) (24) (23) (40) (262) 

E 26 9 19 16 70 
点 (33) (9) (22) (19) (83) 

F 15 4 16 8 43 
J点 (6) (5) (23) (0) (55) 

:tl 140 31 91 7011 54 11 32 24 55 10 23 35 43 13 35 25 692 
(21り(50)I (J34J1 (25)! C79) I (J4) I (61) I (40) ! (88) I (28) I (30) I (53) ! (5D I (15) I (45) I (30) I (J064) 

一一L-.

注〉①上uの数字は異なり字数、下段の( )肉の数字は例数を示す。 ②:!l;:.欄は、用例が無いことを示すロ

@同一漢字に複数の戸点が加点されている場合は、それぞれの点の欄に加算している。@以下ゐ表も同様。

表2 築島裕蔵『鉾正論』巻第三保安点の声点

民 平戸 上 戸 去 戸 入 戸
鼠

¥ 清 次 濁 次 消 次 濁 次 清 次 淘 次 清 次 濁 次 計

点 清 濁 清 濁 f青 濁 消 濁

A 901 21 98 100 17 8 5 10 16 3 B 18 2 396 
点(124)(24) (99) (29の(21) (9) (5) (12) (20) (3) (9) (18) (2) (736) 

B I 129 30 39 20 9 1 6 1 11 2 4 I 254 
点 (30刀(67) (58) (27) (0) (J) (6) (J) (13) (2) (J) (5) (J) (499) 

C I 16 2 7 8 681 15 B 41 10 5 T T 195 
点 (28) (2) (9) (9) (45) (26) (4) (95) (16) (7) (8) (13) (312) 

D I 20 8 13 9 16 4 36 T 961 20 38 40 308 
。占.. 【30) (8) (6) (1) (20) (4) (87) (7) (213 (50) (75) (97) (J) (619) 

E 42 14 22 31 109 
点 (55) (23) (26) (51) (155) 

F 27 14 23 15 79 
点 (51) (22) (32) (21) (26) 

計 255 61 157 137 110 29 55 59 133 30 54 69 70 28 47 47 1341 
(489) (01) (2321 (33η (96) (40) (112) (115) (2621 (62) (93) (13国 (07) (45) (60) (73) (2507) 

( 24 ) 



表 l' 大東急記念文庫蔵『排正論』巻第二保安点のム芦点

民 平 戸 上 戸 去 戸 入声

韻

¥ 清 次 濁 次 清 次 濁 次 i青 次 濁 次 清 次 濁 次 計

点 i青 濁 清 潟 I育 濁 清 濁

平 2 5 16 2 1 I 27 
(2) (5) (36) (3) (!) (!) (48) 

平 。
軽

上 l T l 11 
(l) (!) (!) (8) (J) (J2) 

去 1 2 1 T 12 
(l) (2) (!) (!) 【8) (3) 

入 。
軽

入 2 1 2 1 6 
(2) (2) (2) (!) (7) 

計 2 。6 19 3 。1 B 2 。。9 2 1 2 I 56 
(2) (自) (39) (4) (!) (9) (2) (10) (2) (2) (2) (J) (80) 

表2' 築島裕蔵『耕正論』巻第三保安点のム声点

演 平 戸 上 戸 去 戸 入 芦

韻

¥清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 t青 次 濁 次 計

点 清 濁 清 濁 滑 潟 t青 濁

平 1 4 T 
(J) (!) (!) (4) (7) 1 

平 01 
軽

上 1 2 3 I 
(!) (2) 

去 5 
(!) (10) 

入 。
車王

入 2 1 3 
(2) (!) (3) 

計 l 1 1 5 。。。1 。。。T 2 。1 。19 
(!) (!) (!) (5) (J) (12) (2) (!) (24) 

( 25 ) 


